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研究の全体概要 

本研究の最終ゴールは、達成が危ぶまれる SDGsの進展を加速させ、日本政府が課題として挙げる

点への対応に資するため、SDGs における効果的な国レベルの FURガバナンスのための諸条件を特定

し、FUR ガバナンス強化のための方策を示すことである。 

 このゴールに至るため、本研究では２サブテーマ体制を構築する。サブテーマ１では、デンマー

ク、ドイツ、フィンランドを対象に、国レベルの目標・指標や FUR体制と、特にステークホルダー参画

のあり方に焦点をおいたそれらの構築プロセス、及び実際のレビュー内容と結果を詳細に調査・分析

し、国レベルの FUR の枠組みとプロセスに関する方法論を確立する。サブテーマ２では、国内外にお

ける SDGs先進自治体を対象に、自治体レベルの FURの枠組みとプロセスについての事例研究を行い、

国レベルの FUR に活用可能な教訓を導出すると共に、主に VNR と VLR に着目して国と自治体との FUR

に関する連携について方法論を提示する。サブテーマ２の成果をサブテーマ１に統合し、サブテーマ

１では最終的に、国と自治体レベルでの FUR の接続性のあり方も踏まえ、効果的な FUR ガバナンスの

ための諸条件を特定し、FUR ガバナンス強化のための方策を提示するとともに、日本に適した国レベル

の FUR の枠組みとプロセスの提案を行う。それにあたっては、必要に応じて外部専門家も交えたワー

クショップ等の開催や、当該分野のステークホルダー及び専門家や政府関係者から助言を受け、適宜

修正し、完成させる。 
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